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効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品
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最大財産P: 残り財産P：

夏目　梓月（なつめ　しづき）

ノイマン
バロール

UGNエージェントA
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今回のターゲット
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UGN 2
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時使い
四季　陽太郎

機械仕掛けの心臓【Defects】
月城　燎
ミカヅキ

空
夢想家[idealist]

友情
感服

好奇心
好奇心
有為

好奇心

脅威
敵愾心
無関心
無関心
不信感
憐憫

10

ワーディング

リザレクト

灰色の脳細胞

戦術

アドヴァイス

戦場の魔術師

時の棺

弱点看破

グラビティバインド

セットバック

帝王の時間

完全演技
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非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

自身の行動値に+【精神】する。侵蝕率でレベルアップしない。侵蝕基本値を+2する。

対象がこのラウンド中に行うメジャーアクションのダイスを+Lv個する。このエフェクトは自分を対象にできない。

次に対象が行うメジャーアクションのクリティカル値を-1(下限値6)し、その判定のダイスを+Lv個する。

前提：アドヴァイスと組み合わせて使用　組み合わせた判定の対象を3体に変更する。１シナリオLv+1回まで使用できる。

判定自動失敗 1シナリオ1回まで

そのラウンドの間、対象が行う攻撃の攻撃力を+{LV*3}する。

対象が判定を行った直後に使用する。その判定の達成値に-［LV×3］する。このエフェクトは1ラウンドに1回使用出来る。

バステを受けた直後に使用。暴走以外のバステをLV個回復。１ラウンド１回まで。

周囲の時間流を操作、他者よりもゆっくりと流れる時間の中で誰にも邪魔されずじっくりと調べものができる

人格を細部まで模倣する。頭がすごいからできること

政治家一家のボンボン長男、一人っ子。
両親からは自分たちのように政治家の道を歩むことを望まれている。
小さいころから欲しいものは親になんでも買ってもらい、オーヴァードの力に目覚める前から頭の回転が人より早く人間関係に関しても器用な人間だった。
中学のころに付き合った女子生徒の人数は(8でした)ｄ10+2人。だいたい1～2週間ほどで別れている。(補足:二股はしてない、ちゃんと別れてから新しい子と付
き合ってる)
d10+2結果→8人

基本的に自分が望めばどんなものでも手に入っていた、それ故に今の自分の人生を退屈に感じていた。
つまらない日々を過ごし両親に勧められた高校に入学、その入学式の日に転機が訪れる。
入学式会場にジャームが乱入する事態が発生する。その際に隣の席に座っていた四季陽太郎に庇われ、ジャームと戦う彼の姿を目の当たりにした際に覚醒。
目覚めた力を使い戦闘している四季に指示を繰り出し、それによって強化された能力で戦う四季。
「やっべぇ……クソ楽しいぞコレ………！！！」
元々優勢ではあった四季が、自身の指示によってより強い存在となったことに幼少期以来の「楽しさ」を感じる。

その後四季からレネゲイドウイルス、UGNなどの存在を教えられ、そのままUGN所属のエージェントとなる。
また、自身がこの力に覚醒したきっかけ＆自分の指示にどのエージェントよりも的確に答えてくれる四季を「オレの宝物」と心の中で呼ぶようになった。
シナリオ開始前まではUGNからの指令は基本四季と一緒にやってたんじゃないかなって思います、高校も同じだしほぼニコイチみたいな感じでした。
そして「楽しさ」を見つけた梓月の新たな欲しいもの、夢が【四季と一緒に誰よりも強いオーヴァードになる】となった。
（オーヴァードとして覚醒してからは今まで付き合ってた女の子全員と別れ、現在はフリー。「今の夢には邪魔な存在だからな。」）

今回の事件に関しては自分自身の力試しという認識。
（四季がいないのは物足りないけれど、自分の力を成長させてアイツを驚かすのはありだな...）っていう思考。
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